









































































































正面 45度 真横 正面 45度 真横 正面 45度 真横
1991 １４９ 2.3 １．６ １．４ 2.0 １．２ 0.8 1.7 １．２ 0.9
1990 156 2.5 2.1 1.9 1.7 1.3 １．３ 1.3 0.8 0.8
１９８９ 134 2.3 2.1 １．９ 1.7 １．２ 1.3 1.1 0.9 0.9
















































































































































































































































































































































































































































































































































〆 8桶 齢Ifq9Ｉ疎敬 堂一瞳著愚を
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時間 目標 場の認識・習熟 人間関係の認識・習熟 技能習熟 データ化，その他
５
???????
３初盤・中盤の攻防の練習
（１）ボールの届く距離の把握
（２）初盤・中盤の攻防の練習
５ケーム分析と課題の把握
（１）初詮・中盤・終盤の攻め
の分析と課題の具体化
（２）防御の課胆
ｌパスをもらってのシュー
ﾄ練習
２防御の練習
(1)ボール保持者の防御の
原則
(2)非ボール保持者の防御
の原則
４ゲームの実施とデータ化
･ボール軌跡図表の利用
６
???????????
ｌ技術学習の暇小単位と内容の理解
（１）攻撃者３人の役割分担
（２）技術学習の鍛小単位＝３対３
（３）内容の理解
○二つの教具を利用した集団
と個々人の能力の分析と課題
の把握
○終盤における中横型の３
対３の攻防練習
２教具の教育的価値につ
いて
（１）利用のねらい
(2)具体的教具の内容について
(3)心晒図表の記録の取り方
○二つの教具を利用したケー
ムの実施とデータ化
７
????????３防御を破る工夫
(シュー ター の場合）
1｢人のつながり図｣によるチー
ム内の関係の理解
２３対３の攻防でパス
ワークプレーの習熟
○二つの教具を利用したケー
ﾑの実施とデータ化
○グループのデーター覧化
(ボール軌跡図･心電図･人の
つながり図の一覧化）
○「シュート空間チェック表」
の活用
８
???????
ｌ防御を破る工夫の確泌
(シュー ター の場合）
○リターンパスプレーの必然性の理解
３ゲーム様相における課題
（１）初盤・中盤・終鐙の分析
と課題把握
（２）防御の分析と課題把握
２パスワークプレーの発
展としてリターンパスプ
レーの理解と習熟
同上
９
????????
○攻撃者3人の役割分担（シューター、フォロー
役、立て直し役）の必然性の理解
同上 １３対３の攻防による発
展的技能習熟
２防御技能の習熟
同上
1０
?????????
○多様な攻撃法が発生する必然性の理解
４ハーフコートケームのねらいの理解と作戦
の立案
同上 １３対３の攻防による発
展的技能習熟
２防御技能の習熟
同上
1１
????????
ｌ全体的なケーム上の課題について
（１）初盤・中盤の攻防
（２）終盤の攻防
２初盤･終盤の特色ある攻防作戦の設定と習熟
○相手チームの戦力を考えた
作戦・戦法の立案と実施
○ドリブル有りのハーフコー
トケーム
(３～１０時間目までパスケー
ム）
○ハーフコートケーム用得点
表の利用
(攻撃得点と防御得点の設定）
1２
?ー?????
○初盤・終盤の特色ある攻防作職の設定と実
賎、総括
○全員でのリーグ戦の巡噛
同上 同上 ○ハーフコートケーム用得点
表の利用
(攻撃得点と防御得点の設定）
○リーグ戦の運営の仕方につ
いて
○三つの掛の役割分担の把
握と円滑な運営
??
????ッ????ケームにおける特色ある作鞭・職法の設定と実
賎、総括
○全員でのクラスマッチの運営
同上 ○一位から六位までの各段
階でのリーグ職による願
位の決定
○前･後半3分間オールコー
ﾄゲーム
○二つの教具を利用したケー
ムの実施とデータ化
○グループのデーター覧化
(ボール軌跡図･心電図･人の
つながり図の一覧化）
○みんなの力でクラスマッチ
を成功させるための運営方
法の理解
西谷憲明：時空間栂成による認識内容と技能内容を統一する実践に関する研究８３
AStudyofthePracticelntegratingCognitiveContent
andSkillContentbySpatiotemporalComposition
:ACaseStudyofthePracticeofBasketballClasses
NoriakiNISHITANI
ThisresearchattemptedtograspthewholepictureoftheofYbnse-de企nserelationshipinabasketballcoｕｒｔｂｙｔｗｏ‐
dimensionalabstractionandclarifytheprinciplesandlawsofbreakingdownadefensebyspatiotemporalcomposition・
Thepurposeofthisresearch,then,istoorganizetheprocessinwhichhowcognitivecontentistransfbmledintoskill
contentinasystematicway,Ｗｅｃａｎｌｅａｍｔｈｅ‘‘blindarea'，ofdefbndersthroughtheanalysisｏｆ‘‘thebasketballgameinan
irTegularcourt，，asaninstrumentalcontentofbreakingdownadefense､Then,wecanorganizethestructureandlaｗｓｏｆｔｈｅ
ｐrinciplesandtechniquesofbreakiｎｇｄｏｗｎａｄｅ企nseasacognitivecontentsystematicallybyestablishingfburabstract
conceptsonatwo-dimensionalbasketballcourt､Wecanalsoexhibitthestructureandlawsoftechnicalcontentasagoalof
skillacquisitionontheoffense-defbnserelationshipofside-by-sidepositioningwithamoderatedistancefiFomabasketball
riminthelatestageofagame､Inaddition,‘‘achartofthemovementsofbasketballplayersinagame，,helpstoknowthe
situationsofoffense-defbnserelationshipduringtheearly，middle，ａｎｄｆｉｎａｌｓｔａｇｅｓｏｆａｇａｍｅ．‘‘Ａｃｈａｒｔｏf
electrocardiogram，，isusefUlfbrgraspingthequalityofcombinationbetweenplayers,Thesechartscancontributeto
clarifythetasksofeachteam．
ＫｅｙＷ０ｒｄｓ:CognitiveContent，SkillContent,SpatiotemporalComposition
